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１ 地域探究推進校としての取組み



探究学習とは探究学習の定義

•変化の激しい社会に対応して、探究的な見
方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学
習を行うことを通して、よりよく課題を解
決し、自己の生き方を考えていくための資
質・能力を育成することを目標にしている
ことから、これからの時代においてますま
す重要な役割を果たすもの

（文部科学省）



探究学習とは篠崎高校としての受け止め

尾田栄一郎『ワンピース』シリーズ（集英社）第13巻～第23巻より引用

著作権の都合上、非公開とします。



探究学習とは篠崎高校の目指す１つの探究の姿

明確な答えのない問いや
問題、課題について、失
敗を繰り返しながら、自
分なりの答えを見つけて
いく過程



地域探究推進校（R４～）

組織体制の強化

先進校視察

コンテンツの充実化

外部連携の強化
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探究を「デザイン」

生徒を「ファシリテート」

学習を「マネジメント」

成長を「アセスメント」

組織整備：組織的な運用と生徒の変容に向けて

探究部

担任
副担任

外部機関



連携先一覧

自治体 江戸川区役所

大学 明治大学、武蔵大学、獨協大学、
東京学芸大学、専修大学、日本大学、
文教大学、千葉商科大学

企業等 マイナビ、ベネッセ、StudyValley
ポポラマーマ、ACSL、Tokyo23FC



探究アドバイザーの活用（TEPRO）



・総合的な探究の時間の日程・内容・資料・時程作成

・総合探究推進委員会内で情報共有・意見交換（学期１回）

【探究部】

各分掌の要望、行事予定要望を踏まえた授業計画の調整

※過度な負担にならない「おおらかな運用」を目指し、学年、各分掌
と相談をしながら進める

2

「探究」の運営と組織の関わり

1

3
4
5

【学年会】

前月の課題・来月の計画説明・授業資料の共有

【探究の時間】

クラス担任：活動の趣旨・ゴール説明・活動・個別指導

【学年会議】

学期末、学年末：担任・担当等のフィードバックから計画の修正



学年会の様子
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２ 推進校としての現在地



好きを究めて、未来を探る

探究 × 進路× 地域社会

篠崎高校 探究コンセプト

★ ★



興味
関心

地域
課題

内 外

好きを深めて、地域社会へ繋ぐ

探究 × 進路× 地域社会



「地域」を追求

「好き」を追求

「協働」して追求

「未来」を切り開く探究

生徒側「篠崎探究」の時間



探
究

地域研究

個人研究

実
践

プレゼンテーション

ポスター・論文作成

能
力

コミュニケーション能力

論理的思考と表現力

探究

能力

実践

アウトプット＆アクション
できる「場」をデザイン

「篠崎探究」ワークデザインの三本柱



活動

内容

体験
実践

１年 ２年 ３年

グローカル探究 ジブン探究 ミライ探究

SDGsなどの
大きな課題

身の回りの
小さな課題

探究レポート
進路活動

プレゼンテーション ポスターセッション 進路実現

「 篠崎探究」 ３年間のステップアップ

終着
地点



グローカル探究

「江戸川区の課題解決」

江戸川区役所と江戸川区内の行政的な課題
を洗い出し、どのようにそれらの問題を解
決できるか考え、政策提案を行う。

１年生の学習過程



１年生の流れ

１学期
SDGｓ調査

問いづくり

２学期

調査分析

地域理解

３学期

発表

地域課題、SDGsについて、探究の４つ
のプロセスを基に探究活動そのもののイ
メージをつかみながら、地域探究の基礎
を身に付ける。

ゴール

江戸川区職員

江戸川区役所ツール



１年生の学習内容



２年生の流れ

１学期

    ゼミ

２学期

    ゼミ

３学期

発表

興味関心と学問領域を繋げ、論理的思考
を身に付ける。

キャリア意識を深め、将来の具体的な選
択肢を増やす。

ゴール

大学の先生

キャリアナビ（Benesse）ツール



２年生の学習内容

ジブン探究

「身の回りの課題解決」

進路先の学問領域から個人的な関心を発見
し「どのように社会と関わっていくのか」
の問いに向き合い、解決方法を提案する。



１学期
 小論文
志望理由

２学期
 進路活動

３学期
  進路実現

３年生の流れ

キャリアナビ（Benesse）ツール

卒業

身に付けた探究スキルを駆使し、進路
活動を行う。

希望を胸に、高い意欲を持って社会へ
飛び立つ。

ゴール



３年生の学習内容

ミライ探究

「進路のマッチング」

自らの進路を探究し、自己理解と社会理解
を深め、卒業も地域に参画する態度を身に
付ける。



３ 「探究批判」の超克を目指して



学問領域からの指摘①

X（旧Twitter）より引用

「頑張ってる」感だけ出ている
探究になる可能性の指摘



本校としての対応①

Microsoft365のアプ
リケーション
（PowerAutomate）
を用いて大学教員から
の評価を自動集計
↓

Teamsによる共有と探
究部からのフィード
バック



学問領域からの指摘②

単純化した考察が「情弱ビジネ
ス」になる危険性を示した指摘



本校としての対応②

社会問題（課題）の「複雑」性

学校教育の「単純」性

「複雑」性の分析と「複雑」な解決策
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本校としての対応②

社会問題（課題）の「複雑」性

学校教育の「単純」性

「複雑性」の分析と「複雑」な解決策



成田悠輔氏の視点への対応を考える
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おわりに～推進校としての役割～

課題として……

①内容の充実と持続可能な探究学習に向けて

②推進校としての「データベース」機能
←１学年教材 ←２学年教材 ←３学年教材



ご清聴ありがとうございました
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